
社会福祉法人佛子園理事長 雄谷良成

「日本版CCRCで描く地方創生」
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地域の実情等に合わせて、多様な⽴地・住宅構造・サービス機能によるコミュニティを形成

区
域
狭
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区
域
広
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タウン型
市町村レベル

エリア型
地区レベル

施設型
単体施設

⽇本版CCRCの制度イメージ

⾼齢者が健康で⽣きがいのある⽣活を送ることができる環境の提供

【ソフト⾯】 １．「健康でアクティブな⽣活」を⽀援するためのプログラムの提供
２．医療・介護が必要な場合の「継続的なケア」の確保
３．地域社会（多世代）との共働推進のためのきめ細かな⽀援

【ハード⾯】 １．⾃⽴した⽣活を送ることができる居住環境の提供
２．地域資源や既存ストックの活⽤

【事業運営⾯】 １．居住者の参画・情報公開等による透明性・安定性の⾼い事業運営
２．多様な事業主体、事業の継続性の確保

【政策⽀援】
「地⽅創⽣特区」「地域
再⽣計画」の活⽤

（検討）
関連制度等による⽀援

（検討）

出典：4⽉3⽇開催 まち・ひと・しごと創⽣本部会合資料



：事業者の動き
：地⽅⾃治体の動き
：⺠間企業の動き
：⼤学の動き

国内における関連する主な動き① 〜概観〜

◎シェア⾦沢（⽯川県⾦沢市）
・社会福祉法人が運営（2013年～）。
・高齢者や学生等が、多世代交流、ボランティ
ア、農作業、住民自治等を行いながら生活。

◎東京都杉並区
静岡県南伊豆町と連携し、「アク
ティブシニアお試し移住プロジェ
クト」（期間を区切り地方暮らしを
体験する事業）を推進（他の交
流自治体とも可能性を検討）

◎福井県坂井地区広域連合
（あわら市・坂井市）

東大・県・医師会等と連携し、高齢者の社会参加推進
に向けたネットワーク拠点等の整備を推進。

◎ゆいまーる那須
（栃⽊県那須町）

・株式会社が運営（2010年～）。
・就労や文化活動を行いながら
生活。２地域居住も可能。

◎新潟県南⿂沼市
・2015年４月に自治体、大学、介護・医療・金
融等の事業者を交えた協議会を立ち上げ。

・2017年度以降、400人規模のアクティブシニ
アの首都圏からの移住を目指す。

◎秋⽥銀⾏（秋⽥県）
秋田銀行が事業者・大学・行政機関等で構成され
る研究会を設立し、CCRC等の成功モデルを参考
にして、高齢者に配慮したまちづくりを研究。

◎⾼知⼤学
地域コミュニティの中核的存在
としての大学の機能強化を図
るための事業の中で、高知型
CCRCを産官学で検討。

◎⻑崎県
官民で推進協議会を立ち上げ、都市部の
シニア世代を県内に呼び込むながさき型
CCRCモデルの研究に取り組む。

◎慶應義塾⼤学
湘南藤沢キャンパス（SFC）に
未来創造塾を建設することに
伴い、大学連携型CCRCの創
設を検討。

ＣＣＲＣ構想有識者会議資料

◎⼭梨県都留市
・サ高住を核とした大学連
携型CCRC構想に取り組
む。

・地方版総合戦略の主要
施策としての盛り込みも
検討。

◎茨城県笠間市
・2014年度中に民間連携の
もと庁内研究会を設置。

・地方版総合戦略の主要施
策としての盛り込みも検
討。

◎中部⼤学
シニア大学の開講や高齢者
宅での学生の短期間生活等
を通じて、高齢化が進展する
ニュータウンと連携した大学
連携型CCRCの創設を検討。

（資料）聞き取り・ホームページ等に基づき作成。
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高齢者や病気の人、障害のある人も
家族、仲間、地域社会に積極的に貢献できる

・高齢者は均質な集団でない。
・年齢とともに個人の多様性が拡大。
・障害福祉も同様。

「積極的に貢献」→「主体性」
「参加型福祉」











高齢者にやさしい都市とは？
Share金沢への応用

優しい都市

住 宅

交通機関

屋外

スペース

と建物

地域支援と
保健サービ

ス

コミュニケー
ション

と情報

市民

参加と

雇用

尊敬と

社会的包括

社会参加

「高齢者にやさしい世界の都市ガイド」
～１０／２００７－ＷＨＯ～



ＰＣＭ手法とは
Share金沢に活用された開発援助手法

• PCM(Project Cycle Management)
「住民参加型開発援助」

• プロジェクトの計画やモニタリング、評価をするために、
JICAなどが開発援助の現場で用いている手法

• 計画立案手法とモニタリング評価手法で構成

• PDM(プロジェクト・デザイン・マトリックス）というプロジェ
クトの概要表を用いて運営管理



PCM計画立案のプロセス

• 住民参加型

• 以下の6つのステップを踏んで進めていく

① 関係者分析

② 問題分析

③ 目的分析

④ プロジェクトの選択

⑤ ＰＤＭの作成

⑥ 活動計画表の作成





第一期工事

【障害者就労支援】

行善寺やぶ・配食・そば・餅・売店・館内清掃・公園清掃

廃油回収・ハーネス・箱折り

A型（20）B型（30）生活介護（15）

【児童支援】 児童発達支援センター（45） 保育所等訪問

【居宅及び地域生活支援】

居宅支援、同行援護、行動援護 重度訪問介護、移動支援

【高齢者支援】 通所介護（10） 訪問介護

【相談支援】 一般相談、児童相談

【レスパイト】 短期入所（４）日中一時支援

【ＧＨ】 10棟（49名）





第二期工事

【障害者就労支援】

A（10）B（10）生活介護（15）

【児童支援】

児童発達支援センター（30） ０～２歳保育（10） 産後ケア施設

【医療】 クリニック ナースステーション、訪問看護、病児保育

【住まい】 シェアハウス２棟（12名） サ高住４棟（20名） ＧＨ１軒追加（54名）

【情報】 情報センターの設立

【その他】 プール グランド フラワー＆グリーン ウェルネス



金沢大学とシェア金沢はCOC＋を核として連携
（文科省による地（知）の拠点大学による地方創生推進事業）

日本版CCRCを核とした連携

白山市
白山市総合戦略

佛子園
地域再生推進法人

金城大学
地域再生推進法人

地方創生推進への組織連携



国内版PCMの組織づくり

総括会議

地域部会

地区町内役員

民生委員

シェアハウス

学生

地域Ｖｒ

福祉部会

民生委員

保護者会

社会福祉学部

こども専攻学部

医療部会

医者

看護師

看護学部

医療健康学部

情報部会

学生

学部問わず

地区町内役員

地域Ｖｒ

保護者会



４つの部会に分類し、QOL項目を改善していく

• 活力と疲労 ・仕事の能力 ・否定的感情 ・肯定的感情 ・自己評価 精神性、
宗教、信念 ・思考、学習、記憶、集中力 ・人間関係 ・社会的支え ・性的
活動 ・自由、安全と治安 ・健康と社会的ケア ・金銭関係 ・余暇活動への
参加と機会 ・生活圏の環境 ・交通手段

地域部会

• 日常生活動作 ・移動能力 ・睡眠と休養 ・仕事の能力 ・ボディイメージ ・否定的
感情 ・肯定的感情 ・自己評価 ・社会的支え ・利用のしやすさと質 金銭関
係 ・技術獲得の機会

福祉部会

• 医薬品と医療への依存 ・痛みと不快 ・健康と社会的ケア医療部会

• 新しい情報 ・余暇活動への参加と機会情報部会



学生の取り組み（大学の単位に）

• 各町内会への参加 消防団入団 ・地域イベントやス
ポーツへの参加 ・学童への学習支援 ・レクレーショ
ンを通した交流活動 ・買い物支援

地域部会

• こどもへのレクレーション ・訪問介護 ・イベント ・支
援 ・会話 ・外出支援 ・保育、療法実践・分析

• 遊具の分析 ・プール指導
福祉部会

• 訪問看護 ・独居高齢者見回り・介護予防モデル
の発想 ・健康づくりの検査測定 ・町の保健室医療部会

• 町の情報収集と発信 ・町のデータ分析 ・ボラン
ティア情報発信 ・情報部会



ＣＯＣ＋ 地（知）の拠点大学による地方創生推進事業

大学の２つの目標

地元学生定着促進

地方大学等への進学、地元企業への就職や、都市部から地方企業への

就職を促進するための具体的な措置、教育の推進

地域人材育成

大学等の人材育成の強化、地域産業の振興を担う人材育成の強化



出城地区（北安田町）について

地区名 世帯数 人口 （男） （女）

白山市 40,686 112,960 55,062 57,898

出城地区 3,272 9,379 4,508 4,871

北安田町 573 1,741 856 885

出城地区・・・北安田町を含む２１町で構成

北安田町・・・近年、農地埋め立て、区画整理、

新興住宅が増加。

新旧居住区と世代分離が進む。
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事業の背景

 古参住宅と新興住宅が混在しはじめた町

 地域の中での交流はほとんどない。

 コミュニティーの場が殆どない。

 お互いを知らない。

 住民把握や問題の共有・解決ができていないた
め、独居高齢者や障害者、生活困窮者などが暮
らすには不安。

 ９年前、近隣にグループホームを建設しようとした
際、住民による反対運動。



①-1 関係者分析

受益者 実施者 政策決定者 協力者 財政 負担者 反対者

出城地区 地区役員 町内会長会

出城公民館
地元市議
法人出身者
〃支援団体
〃ＧＨ

国県市 隣人１軒

北安田
町

町役員 町内会
地元

有力企業
佛子園

隣接住民
（妙林）
（北出）

班長 班長会
町役員

地元企業
佛子園



①-2 重要な関係者の詳細分析

分析対象Ｇ 特徴 問題点 Ｇの強み Ｇの弱み
外部の良い

機会
外部からの

脅威

出城地区住
民

旧部落
閉鎖的
傾向

有力者が多
い

高齢化
派閥分裂

在来
新幹線駅

計画
なし

〃

３０代
新興住宅世

帯

周辺住民
との関係性
が希薄

子供をもっ
た若年層

地域に無関
心

新幹線
車両基地

なし

近隣住民
先祖からの
行善寺との
関わり

入所施設時
代の関係の
薄さ

親族関係が
多く、強い
つながり

有力者に弱
い

新興住民の
参加により

活気
なし



② 問題分析

問題があっても住民同士で共有できず、主
体的に解決できない

住民が町づくりに主体的に関われない

日頃の話し合
いの場がない

コミュニティー
施設がない

公民館は人が
いない為、日常
使いできない

住民の想いを
反映できていな
い

限定的な人が
町を動かしてい
る

関係性が希薄

行事のみの関
係

新旧住民の分
離

結果

原因



③ 目的分析

住民が問題を共有し、

主体的に解決・発展できる町づくり

住民の主体的自治参加

日頃の話し合
いの場がある

コミュニティー
施設がある

公民館に代わ
る集まれる場
所がある

住民の想いが
反映される

多くの人がと
もに町を動か
している

関係性が密接

日常的な関わ
りがある

新旧住民同士
の協力

目的

手段



④ プロジェクトの選択

住民が問題を共有し、

主体的に解決・発展できる町づくり

住民の主体的自治参加

日頃の話し合
いの場がある

コミュニティー
施設がある

公民館に代わ
る集まれる場
所がある

住民の想いが
反映される

多くの人がと
もに町を動か
している

関係性が密接

日常的な関わ
りがある

新旧住民同士
の協力

目的

手段

コミュニ
ケーション
の場づくりア
プローチ

意識改革
アプローチ

対話機会増
加 アプロー
チ

きっかけづくり







町の発展指標実践データ化へ



指標１：入湯札

2/9 5/17

16/29

13/15

17/37
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指標２：あんやと板、あんやと券



あんやと券発行

 町内アメシロ防除・・・１２名

 ホタル公園除草・・・２２０名

 独居高齢者茶話会・・・１０名

 出城リーグ

ソフトボールチーム発足・・・３０名

 出城公民館清掃・・・２００名（予約）

・町への貢献を共有（認める、褒める機会を増やす）

・参加数増減調査
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券は町内会（主催）の名前で配布



参加地域把握
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「金沢・加賀・能登で地域思考型教育による夢と志を持つ人材養成」

石川県全域を事業協働地域として実施

地域特性や課題が違う県内の３つの地域を、それぞれ教育フイールドとして分けて対応

上記「地域思考型教育」による地域定着
雇用増に向けた５年間の取り組みにより

石川県内の就業率向上

１０％を目指す

１．ICT教育カリキュラムの開発・実施

２．新インターンシップの開発・実施

３．起業環境構築「innova-emotion」

● ICTを活用し、将来的に県内全学生が受講できる科目
「地域創生概論（案）」の構築
→国際化の必要性から石川の文・地域資源の理解等
総合的なICT科目を開発、J-MOOCで配信

● 学生キャリア・ライフ・デザイン開発をベースに各地域
における優良企業とのマッチングを実施
→各教育フィールドの地域特性を生かしたインターン

シップを開発。学生は参加する段階で「志」を持つ。

● 大学の知を活用し、若者に夢のある起業モデルの構築
→若い「知」の集積した場所に「夢」が実現できる自由
な起業環境を自治体と協働で整備する。

学卒者（若者）の地元定着に向けた
３つの取組み

●各自治体、県内
大学、大学コンソー
シアム石川、企業
群をコーディネート

●総合大学である
金沢大学がリー
ダーシップを発揮し
て事業実施

●それぞれの地域
特性を活かし、地
域ニーズに合致し
たきめ細かい教育
を開発・実施。

●その地域に「夢」
を持ち、その地域
で生き抜く「志」を
持つ人材を養成

●地域に定着する
とともに当該地域
の発展を担うリー
ダーとして地方を
担う。

教育フィールドB 金沢

教育フィールドC 加賀

里山里海分野
・環境に感度の高い人材養成
・世界農業遺産
・エコツーリズム

国際文化都市づくり分野
・観光・伝統工芸文化
・ツーリズムの中心地
・ユネスコ国際文化都市

モノづくり分野
・産業・クラフトマンシップ
・世界的モノづくりの集積地
・多文化共生とモノづくり
・中山間地域のモノづくり
・液晶産業
・コマツ・ウェイ

金沢大学

教育フィールドA 能登

金沢大学

能登を愛する
地域創生人材

加賀を愛する
地方創生人材

金沢を愛する
地方創生人材

２



ご清聴、ありがとうございました
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